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奈良県
①学校運営上
の課題

社会に開かれ
た教育課程へ
の対応

全ての県立学校に
コミュニティ・ス
クールを導入し、
「社会に開かれた
教育課程」を実現
するための体制が
整ったので、教育
課程を介した取組
を充実していく必
要がある。

引き続き、教育課
程を介した取組に
のみ事業費の令達
を行うとともに、
事業に関する研修
会等の実施や県
ホームページを活
用した取組の紹介
等を通じて、県立
学校における教育
課程を介した取組
の充実を図る。

・取扱要領の改訂を行う
ことで、各県立学校が事
業費を活用しやすくなる
ようにするとともに、各
都道府県におけるコミュ
ニティ・スクールと地域
学校協働活動を一体的に
実施している優良事例等
を紹介し、各校の取組が
充実するような研修会を
行う。

授業における幅広い地
域住民や団体等の参画
により、地域と連携・
協働して子どもたちを
育む体制作りが進み、
教育課題の解決に向か
う。

「社会に開かれ
た教育課程を通
して生徒の教育
課題解決に
つながった」と
回答した教員の
割合

28.2 ％ 50.0

奈良県
①学校運営上
の課題

教職員の時間
外勤務の是正

「時間外に勤務す
ること」に負担を
感じている教員の
割合が33．3％と
なっており、教員
の業務負担軽減に
よる時間外勤務の
縮減が課題となっ
ている。

引き続き、各県立
学校における地域
人材による地域学
校協働活動推進員
等を配置するため
に報償費の令達を
するとともに、地
域学校協働活動推
進員等の役割につ
いて理解を図るた
めに配置した地域
学校協働活動推進
員等による活動報
告等を含めた研修
会等を計画する。

・県立学校へ訪問するこ
とで、各学校の地域学校
協働活動や活動に関わる
人材を把握し、地域学校
協働活動推進員等になり
うる方の発掘及び育成を
図る。
・研修会への参加対象を
拡大し、地域学校協働活
動推進員等になりうる方
に対して、地域学校協働
活動推進員等に関する理
解深化を図る。

県立学校に地域人材に
よる地域学校協働活動
推進員等を配置するこ
とで、教職員の負担を
軽減し、学校と地域の
連携・協働をさらに進
める。

「時間外に勤務
すること」が負
担であると回答
した教員の割
合

33.3 ％ 25.0

令和７年度「県立学校による地域との協働推進事業」で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定


